
受注・配送・代金徴収・クレーム処
理などの業務を一貫して代行する
ことをコールセンターフルフィルメン
トという。小規模・特異商業者の参
加を促進するには、E-コマース事業
者自らが抱える必要がある。

共同事業者として、投資に参画可能
性の会社は通信事業者、TV報道事
業者、大規模小売業者、IT機器メー

カー、企業の新事業開発部門、展示
商品メーカー、E-コマース事業者など

が候補、中国などアジアのデザイ
ナーブランドメーカーが中核で出資
構成の方が早い。
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■トライオン総括チャート

ネ
ッ
ト
売
上
収
入

プロバイダー

ユーザー顧客
パソコン/携帯電話アクセスユーザー

買上ユーザー
クレームユーザー

トライオンE-コマース事業者
(共同事業者&投資家)

システム内容

TRYON システム

WEB店舗システム

ハウスマヌカン
チャットシステム

E-コマースサーバー管理センター
(コールセンター in China)

標的顧客告知
魅力商品サービス
国際拠点国参加
アクセスヒット数

英語・中国語・日本語

欧州
米国
豪州

中国
香港
韓国
台湾
日本
星港

企画・JPNマーケティング会社
(ヨコトク本社)

携帯・Eメール専用対応

受注管理機能

買物かご機能

アクセス統計機能

顧客データ配信機能

システム開発コスト

プロバイダー接続コスト

コールセンターコスト
(フルフィルメントコスト)

代金決済契約コスト

マーケティングコスト

国際通信料課金条約
(特に日中協定?)

情報セキュリティコスト

営業拠点運営コスト

拠点設備・その他コスト

利用料金システム

基本システム料金/年間・毎月徴収
=TRYON+WEB+アクセス統計
オプション料金/年間・毎月徴収
=ハウスマヌカンチャット
=顧客データ配信
売上歩合(%)/取引高定率
スポンサー広告/年間・定額
リンク料/年間・定額
タイアップ料
=基本料金+オプション料金に準拠

ユーザー通信料リターン
ユーザー課金額リターン

ユーザー通信料リターン
ユーザー課金額リターン

多面販路開拓志向
顧客拡大囲込宣伝
低コスト高収益性
国際市場関心度

ネットパネラー
商品展示広告
ハウスマヌカン

広告スポンサー

リンク利用者

タイアップ通販業者

決済処理会社

TRYON®



■基本戦略

TRYON®

事業立ち上げの必須条件 候補国

日本 韓国 中国 台湾 星国 インド

① E-コマースに関する通信事業規制の緩慢国 ○ ● ○ ●
②世界との交渉力・牽引力ある国 ○ ●
③店舗通販小売り事業の未成熟国 ● ○ ○
④ E-コマースに高関心国 ○ ○ ○ ○
⑤世界の消費財輸出国= 世界経済影響力国 ○ ○ ● ○
⑥先取の気風の投資家がいる国 ● ● ●
⑦新モデルの小売商業創造チャレンジする国 ○ ○ ○ ○
⑧通信インフラがある程度整備している国 ● ○ ○ ○ ●
⑨国際金融決済のできる国 ● ● ○ ● ●

評価 ５位 ３位 １位 ４位 ２位

コンセプト

世界の生産拠点アジア兼製造・販売・消費巨大マーケットのアジアがアジアの資本で提唱し実践する自己完結型
世界初のインターネットコマース事業 -米国・欧州市場を支えるグローバルショッピングモール

米国では東海岸ブランド/欧州ではイタリアンブランド/DFSガレリアなど著名なDuty Free Shoppers の参入は目玉看板



■モール参加費等ガイドライン

初期参加費用

TRYON®

システム供用開始1年以内価格

トライオングローバルシステム参加費 10万円 (参加時のみ)

基本料金
トライオンシステム使用料

WEB使用料
12万円 (年間)

オプション料金 チャット設定利用料金 8万円 (年間)

運営費 トライオングローバルシステム運営費 5万円 (年間)

別途実費料金 WEB店舗インターフェイス費
合計料金

27万円～33万円



■トライオンE-コマース事業の概要

TRYON®

トライオンモールイン(参入)のメリット

①WEB店舗とチャットでのハウスマヌカンセールスの新ツール
② 3大陸横断(亜・米・欧)へのアクセスを利用可能
③低開発コスト・ローコストオペレーションによる低参入負担
④多国籍言語対応コストの康か価
⑤アジアDCブランドの高品質低価格
⑥自社製品の世界マーケットイン
⑦システム供用開始後のアクセスデータ開示可能

日本でのE-コマースの障壁

①バーチャルソフト等開発コストの高額性
② E-コマース事業投資の巨大(通信プロバイダーのハード優先)
③グローバルネットワーク化の通信規制
④コールセンターオペレーションのハイコスト性
⑤ E-コマースの未成熟・過小資本の限界

本システムの特徴

①トライオン(バーチャル店舗試着)の魅力
②グローバルネットワーク - 3大陸横断(亜・米・欧)
③ローコストコールセンターオペレーション(中国)
④多国籍言語対応力 -世界の生産拠点中国の国際性
⑤アジアのデザイン・クオリティ・プライス(プロダクト基地)
⑥日本のクオリティプロダクツの世界発信

日本の商業事業者の性向

①日本マーケット対象・輸入販売中心= 世界戦略の欠如
②店舗・流通が主軸の販売ツール= E-コマースの未発達
③商業世界分業(デザイン・宣伝・製造・市場)の視点不在
④多角的トータルコスト削減ツールの不在
⑤日本経営への執着・経営ダイナミズムの不足



■トライオン総括チャート
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■トライオンのグローバルアトラクション

24時間オペレーション

アジア・欧州・米国市場へのアクセス

アジア・欧州・米国品ショーケース

中国・韓国製品の魅力

米国・日本のマーケット反応

入会費・運営費の低料金化

消費者情報のフィードバック

TRYON®

メーカー情報の提供

低投資で世界市場販売可能

世界消費トレンド把握容易

有料日本企業の世界デビュー

世界的ロジスティックス機能

世界的金融決済機能発揮

世界的カードビジネスモデル

24時間/ワールドショーケース
世界初試着インターネットモデル

生産・販売・消費・金融・情報のグローバル交流

ヨーロッパ
日本・韓国・中国

豪州

アメリカ


